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地域高齢者における健やかな加齢要因に関する

nested case-control study
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　地域高齢者における健やかな加齢要因を検索する目的でnested case-controlstudyを行った。対象症例は

1985年にベースライン調査が行われ10年間追跡された愛知県某町在住の地域高齢者で，95年の再調査で75歳

以上かつ手段的自立に関する良好な日常生活活動を示した男124人，女109人である。これらの生存高齢者と

性・出生年（±2年以内）が一致し87～94年に死亡した対照を1:1の比率で選んだ。解析は条件付きロジ

スティックモデルを用い，生存オッズ比（survival odds ratio:sOR）を求めた。主な結果を以下に示す。

　1)　単変量解析で健やかな加齢を伴ったsORが1より高い値を示したのは，卵の頻回摂食（5.2），規則

正しい生活リズムあり（1.7），気分転換が容易にできる（2.1），余暇に体を動かす（1.8），ここ3年以内に

健康診断を受けた（2.0）などの項目で，いずれも統計学的に有意であった。

　2)　逆にsORが1より低くなった項目は，心疾患（0.4），脳血管疾患（0.2），糖尿病（0.2）の現・既往

歴あり，両親の高血圧歴あり（0.4），女の現喫煙あり（0.3）であった。

　3)　男女別の多変量解析では，男の気分転換できる，女の規則正しい生活リズムありと健康診断ありが1

より高いsORを示し，精神活動項目については男女差が認められた。また，男女とも喫煙ありと現・既往

歴ありで1より低いsORが示され，いずれも統計学的に有意であった。

　結論として，健やかな加齢要因として活発な精神活動項目と最近の健康診断受診が好ましい要因であり，

喫煙や成人病罹患は好ましくない要因であることが示された。これらの結果は因果の逆転による影響も含め

慎重に判断されるべきであろう。
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